
　
　
　

新
課
程
に
向
け
て
、
数
研
出
版
の
教
科
書
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
？

　
　
　

新
制
度
が
求
め
る
新
た
な
学
び
を
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
ご
指
導
方

法
の
延
長
線
上
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
従
来
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
ベ
ー
ス
に
内

容
を
構
成
し
、
定
番
題
材
と
新
し
い
題
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
録
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
体
系
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
、
従
来
好
評
の
コ
ラ
ム
ペ
ー
ジ

（「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」）
を
強
化
し
ま
し
た
。
新
課
程
で

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
言
語
活
動
」
は
、「
て
び
き
」
や
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
に

課
題
を
収
録
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
学
習
・
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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■１

　
　
　

言
語
活
動
を
授
業
に
ど
う
組
み
入
れ
れ
ば
よ
い
？

　
　
　

各
題
材
の
「
て
び
き
」
に
「
言
語
活
動
」
を
収
録
し
て
い
ま
す
の
で
、
読

解
を
妨
げ
ず
に
、
題
材
を
扱
う
流
れ
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
授
業
準
備
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
サ
ポ
ー
ト
教
材
と
し
て
、
教
授
資
料
の
付

属
デ
ー
タ
に
「
言
語
活
動
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■Ｑ
■２■Ａ
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観
点
別
評
価
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
？

　
　
　

各
教
授
資
料
の
「
て
び
き
の
解
説
」
に
、
三
観
点
に
対
応
し
た
評
価
規
準
と

評
価
基
準
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
教
授
資
料
や
評
価
問
題
集
に
掲
載
し
て
い
る

問
題
に
は
、
各
観
点
へ
の
対
応
を
明
記
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
授
資
料
付
属
デ
ー

タ
に
は
、「
教
師
用
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
や
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

の
言
語
活
動
に
対
応
し
た
「
生
徒
用
評
価
表
」
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
観
点
別
評
価
集
計
例
フ
ァ
イ
ル
」
で
評
定
算
出
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
。

■Ｑ
■３■Ａ
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新
課
程
版
　
数
研
出
版
「
国
語
」
教
科
書
　
Ｑ 

＆ 

Ａ

【新課程版 教科書ラインアップ】 　

数
研
出
版
で
は
、
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領 

必
履
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」

「
言
語
文
化
」及
び
選
択
履
修
科
目「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」「
古
典
探
究
」の
教
科
書

を
発
行
い
た
し
ま
す
。
各
教
科
書
の
特
色
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〈文学国語〉

文国／706

〈古典探究〉

古探／711

古探／ 710

古探／ 709

〈論理国語〉

論国／708

論国／ 707

〈現代の国語〉

710現国

現国／709

現国／ 708

〈言語文化〉

言文／708

言文／ 707
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新
制
度
入
試
へ
の
対
応
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
？

　
　
　
《
比
べ
読
み
》
各
教
科
書
に
は
、「
探
究
の
扉
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
比

較
読
解
用
の
題
材
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
授
資
料
に
は
、
定
期
試
験

用
と
し
て
各
題
材
と
の
比
較
読
解
用
教
材
や
問
題
例
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
教
科
書
題
材
を
軸
に
入
試
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
《
実
用
文
・
図
表
資
料
》「
実
用
の
文
章
」
の
単
元
（「
現
代
の
国
語
」）
や
各
題

材
の
「
て
び
き
」
に
収
録
し
た
文
章
・
資
料
を
用
い
て
指
導
い
た
だ
け
ま
す
。

■Ｑ
■５■Ａ
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「
言
語
文
化
」（
標
準
２
単
位
）で
、古
典
・
小
説
を
ど
う
指
導
す
れ
ば
よ
い
？

　
　
　

古
典
分
野
で
は
、
各
題
材
の
合
間
に
、『
体
系
古
典
文
法
』『
体
系
漢
文
』と
リ

ン
ク
し
た「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
効
率
的
で

体
系
的
な
文
法
学
習
・
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
教
授
資
料
か
ら
ご

利
用
い
た
だ
け
る「
古
典
文
法
解
説
動
画
」で
文
法
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　

小
説
分
野
で
は
、
扱
い
や
す
い
定
番
題
材（「
羅
生
門
」な
ど
）を
中
心
に
収
録
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
の
進
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
素
材
と
し
て
、
板
書
代
わ
り

に
活
用
い
た
だ
け
る「
本
文
ス
ラ
イ
ド
」デ
ー
タ
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す（
↓
Ｑ
９
）。

■Ｑ
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「
書
く
こ
と
」、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
領
域
の
学
習
は
教
科
書
に
ど

う
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
？

　
　
　
『
現
代
の
国
語
』
に
は
、「
読
む
こ
と
」
に
対
応
し
た
「
読
み
深
め
る
」
と

「
書
く
こ
と
」
に
対
応
し
た
「
考
え
を
表
す
」
の
二
編
を
設
け
、「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」
を
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
で
学
習
で
き
る
よ
う
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
　
『
高
等
学
校 
現
代
の
国
語
』
は
、
同
一
単
元
で
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

を
関
連
づ
け
て
学
べ
る
構
成
で
、「
て
び
き
」
や
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
を
通
し

て
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
学
習
事
項
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
『
新
編 

現
代
の
国
語
』
は
、【
評
論
題
材
（「
読
む
」）】
と
【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
（「
話
す
・
聞
く
」
ま
た
は
「
書
く
」）】
を
基
本
と
し
た
単
元
構
成
で
、

各
領
域
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
総
合
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■Ｑ
■４■Ａ
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オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の
授
業
向
け
に
、
ど
の
よ
う
な
教
材
が
あ
る
？

　
　
　

教
授
資
料
付
属
デ
ー
タ
に
は
、
教
科
書
紙
面
デ
ー
タ
や
加
工
可
能
な
各
種

ス
ラ
イ
ド
デ
ー
タ（
※
）を
ご
用
意
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　

※ 

ス
ラ
イ
ド
デ
ー
タ
…
本
文
解
説
用
（
現
代
文
分
野
は
本
文
展
開
図
、
古
典
分
野

は
現
代
語
訳
や
書
き
下
し
文
を
掲
載
）
や
古
典
文
法
解
説
用
な
ど
。

　
　

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
は
、
掛
図
機
能
を
新
規
搭
載
。
リ
フ
ロ
ー
表

示
の
状
態
か
ら
、
古
典
の
口
語
訳
類
を
マ
ス
ク
表
示
し
た
り
、
古
文
の
活
用
表

を
拡
大
表
示
し
た
り
も
で
き
ま
す
。
現
代
文
題
材
で
は
、
本
文
の
一
部
を
カ
ー

ド
化
で
き
る
機
能
を
搭
載
。
板
書
と
併
用
す
る
こ
と
で
効
果
的
に
授
業
を
進
め

て
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
教
授
資
料
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
現
在
編
集
中
の
た
め
内
容
が
変
わ
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。〉

■Ｑ
■９■Ａ
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生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な
教
材
が
あ
る
？

　
　
　

教
科
書
の
学
び
を
深
め
る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
教
科
書
紙
面
に

掲
載
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
配
信

や
教
材
連
携
の
機
能
を
備
え
た
、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
や
学
習

者
用
デ
ジ
タ
ル
副
教
材
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

■Ｑ
■８■Ａ
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「
文
学
国
語
」
が
開
講
で
き
な
い
。
文
学
的
文
章
は
ど
う
扱
え
ば
よ
い
？

　
　
　
『
論
理
国
語
』
で
は
、
読
解
力
・
表
現
力
・
思
考
力
を
よ
り
深
め
る
た
め

の
資
料
と
し
て
、
評
論
題
材
と
小
説
（「
山
月
記
」
な
ど
）
の
一
部
を
比
較
し

な
が
ら
解
説
し
た
コ
ラ
ム
を
巻
末
に
収
録
し
て
お
り
、
文
学
的
文
章
に
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
教
科
書
で
定
番
の
小
説
を
学
べ
る
『
定

番
小
説
選
』
を
新
た
に
発
行
い
た
し
ま
す
。
学
校
設
定
科
目
や
補
習
、
課
題
で

の
学
習
・
指
導
用
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■Ｑ
■７■Ａ

■７
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